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古 田 榮 作

前稿 では、熊本洋学校の成立 と熊本洋学校への ジェー ンズ招聰の経緯、そこでの教育

指針 をヴァーベ ックの書簡 とジェー ンズ と熊本県 との約定、 ジェー ンズの熊本県鷹への

建言、お よび彼の 自伝(ニ"Kumamoto,AnEpisodoinJanpan'sBreakfromFeudal・

ism")に よ りながら、熊本洋学校での英学教育について考察 した。

本稿 では、熊本洋学校の教育 を、いま一歩進めて考察 しよ うとす るものである。

明治五(1872)年 九月、第二年度 を迎えた熊本洋学校は72名 もの実学党子弟の新入生

を迎えていた。同年入月の 「学制」は文部省規則に従って学校教育 を行 うこ とを定め、

同年九月二五 日付 の内報で

洋学校 ・医学校官員分課御届過 日進達致置候処今般更に御詮議之趣有之、外国教 師

在留の学校 と錐、一切廃止の筈、尤外国教師雇入候定約 も有之事 に付、其間之給料は

下げ渡候得共、差向来 る十月分 より其の県月給等総て給与不相成筈、右者両三 日之内

御布告 も可有之候得共、当県は遠方の儀 に付、前以為心得相達候段、文部省牟田口元
の

高 よ り演達有之候此段 申達候也

と、洋学校 ・医学校の廃止を求め、公立諸学校の 「学制」に基づ く再編成 を要求すると

共に、外国人教師に関 しては 「契約履行」の観点か らその俸給を文部省が支払 う旨をつ

たえるものであった。 これに続いて文部省は布達三五号 で 「地方 ノ見込 ヲ以 テ保護ノ道
　ラ

相立、或ハ人民私財 ヲ以 テ学費相弁、引続教育為致候儀ハ不苦」 とその存続への途はわ

ずかに残 された。県当局 は 「県庁二於テ如何様率仕法 ヲ付是迄通相運候筈二付脇々 ヨリ
3)

モ成丈助決イタシ候様尽力有之度、右二付近々竹崎茶堂罷越候条得斗談合候様」 と各戸

長に達 し、戸長の洋学校 ・医学校維持のための側面的財政的尽 力を要求 していた。翌年

二月には山田武甫、嘉悦氏房の大木喬任宛調書で

洋学校(中 略)諸 費は勿論右幹事(=野 々 口為志)以 下之俸給等去十月以後バー切

官費 ヲ廃 シ、管下富豪等 ヨリ献金 ヲ以テー切相弁 ジ候筈、尤右献金未 ダ集金之増二至

兼、員数ハ分兼候得共、往々永続之見込二御座候。両所(=医 学校 ・洋学校)生 徒貧
4)

生迄ニテ御規則之受業料納 ムル コト能ハズ候二付、是又前条献金 ヲ以テ扶助仕候
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と、竹崎の富豪 ・豪農層への説得 により、医学校 ・洋学校の存続 ・維持への展望が切 り

開かれつつあ りことを強弁 しようとしていた。三 月一三 日には文部省か ら白川県宛に

其県御雇外国教師条約期限中給料之儀ハ、当省 ヨ リ可相渡云々、昨壬 申第三五号 ヲ

以テ布令致置候通、仮令 ヒ保護 ノ道相立、其教 師ヲ以 テ学校等相 開キ候 トモ、条約期

限相済候後ハ、官費ヲ以 テ雇継不相也ハ勿論二候得共此段為心得
らラ

追テ本文教師民費等ヲ以雇継候儀二付其旨可伺出候

との正式回答を受け、一五日付の文部省指令は
の

洋学校通弁給料ハ無拠次第二付 、小学普及之為 メ、其県委托之金額 中ニテ相渡可 申

と通訳の給与の公費支出(実 質的には国費)を 認め ることにな り、熊本洋学校は管下富

豪層の支持 と、 中央政府の庇護によって公立学校 として、学制頒布ついで、諸既私設学

校 の廃止 とい う、重大な局面 を切 り抜けるこ とができた。

だが同年五 月二入 日の参事 山田武甫の依頼免官、権令安 岡良亮の来任 とそれに伴 う人

事大移動で、実学党首脳=白 川県首脳が白川県庁か ら姿 を消 し、熊本洋学校 を支持す る

強力な行政部隊は壊滅 しようとしていた。 ジェーンズとの雇用期限切れの迫 る中で洋学

校の維持存続 を願 う実学党有志か ら民費雇傭 契約存続の相談を受けた旧知事細川護久は、

明治七年五月に、 白川県に

白川県洋学校雇入 ノ教師当九月期限ニテ爾後官費学校廃止二相成、生徒退散 ノ由二

候処、右教師雇入 ノ発端ハ護久旧藩知事奉職 ノ時ニテ、条約ハ三年 ノ期限二候得共、

教師 ノ目算ハ遂年生徒等級相進 ミ候故、三年ニテハ成業二至 リ難 久 満四年 ヲ以テ、

初年生全 ク成業 ノ規則二有之候段、申出候二付、満三年二至 り候得ハ、猶談判モ可有

之 ト内場示談モ致 シ置候。然ル処御規則モ有之、条約 ノ通 リ、今年 ヲ以テ廃校 二相成

候得ハ、現在百余 ノ生徒ハ追々成就 ノ学芸忽チ廃棄 二至 リ、是迄教師 ノ尽力、生徒 ノ

勉 強全 ク水 ノ泡 ト相成 リ、実二欄惜 ノ至二候。右ハ護久発起 ノ訳ニモ有之、方今、華

族中ヘハ厚 キ勅 旨モ被為在候折柄、護久一分 ノ義務 人民保護 ノ責任 ヲ尽 シ度素志二有

之候 間、右学校 ノ経費護久家禄 ノ内ヲ以 テ、相応 ノ資金 ヲ給 シ、教師 ヲ雇継、民費学

校 ヲ再起 シ、生徒 ヲ保続シテ、全 ク成業二至 ラシメ度、懇願 ノ至二候、此段奉願候。
　　

可然御届御執計被下度候

との 「寄付願」 を提出 した。洋学校設立の端緒 を与えたもの としての責任感 と君主 とし

ての人民保護 の義務感か ら、資金提出 を申し出たのであ り、彼の

上ハ以テ開花 日新 ノ御 旨ヲ賛補 シ、 中ハ以テ県治 ノ政化 ヲ助ケ、下ハ以テ自主 自由

ノ民俗 ヲ保護 シ、従来生徒 ヲシテ、其材二従 ツテ各器 ヲ成就 セシメ、大ニ シテハ廊廟
　　

辺豆 ノ選二充ツルニ足 リ、小ニ シテハー司一局 ノ器用二供 スル コ ト

という、国家、地域社会の教化の一翼 を担 って、政治的有為の人材輩出の機関=学 校観

に支 えられたものである。 こうして初年度入学生の卒業 までは洋学校の存続が実現 した。
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ジェーンズは明治七(1874)年 十月三 日の熊本洋学校継続記念式典で講演を行 った。

この講演 で

聞 く、前知事公仁恵を垂れ、此の校 を接続 し、以て汝生徒等学業 を接続す るを得 る

と、且つ、聞 く、汝等の父母朋友皆共 に之 を喜ぶ と、予 も亦た甚だ今 日あるを喜ぶ。

前知事公の此挙、根本 とな り、此校の盛に永続す るは、予が希望す る所な り。予職務
9)

を接続 し、三年の業、水泡に属せ ざるを知 るは、実に予が大慶 なり。

初め、予米国にあ り、貴国に招か る ・に及びてや、予之 を決す るに、二ヶ月の久 し

きを以てす。何 となれば、事大に任重 く、米国にての教師の任 とは、又大に異 り、第

一学校 を創業す るを要すればな り
。貴国に入 るに及び、其学校の形勢を聞 き、或は之

10>

を目撃す るに、予大に失望す るところあ り。

本題に入 るに先立 って学校存続の感激を述べた上で、来 日に当たっての重大決意を述

べている。創業の困難 と日本での先例の様相の伝聞が好 ましか らざるものであったこと

を明言 している。 こうした上 で、

然れ ども、当校 を開 き、実際に当るに及び、事予が聞見す る所 と相違 し、実に予が

望、足れ りと云 うべ し。第一当校 の生徒、過半、英の語音に達す る、米国にて、同歯

の青年生に比す とも、聯か劣 ることなし。且つ予数年、米国陸軍校にあ りて、 同校生

徒進歩の景況 を熟知す るに、当校生徒、学 に就 く以還歳月の長か らざるに比すれば、

学業に進歩 し、智識 を開発 したる、更に異なるなし。当校生徒、其の進歩速かなる所

以の ものを原 るに、初め業を創 るや所謂高 きに登 るは卑 きよ りす るの理に倣ひ、初歩
11)

に反 りて基本 を固ふせ しに由 るなるべ し。

予想外の教育効果 を賞賛 し、その成功の要 因を基本か ら確実に学習した結果であると

指摘 している。(西 洋人特有の外交辞令 も含 まれていよう。)

元来、是れ予が説に して、凡そ生徒の学に就 く、一々之 に因 らずんばあるべか らず。

予往々他県学校の廃絶す るを聞き、甚だ之 を憂ふ。思ふに、是れ、本 を務め ざるに因

るなか らんか、初めに反 り、イロハ よ り生徒 を教導す るは、人の好 まざる所な り。去

りなが ら、予大 に力を此に尽 し、益其肝要 なるを知 るな り。米国文運の盛 なる、実に

之 に基け り。而 して、彼国の此に至 る数十年の久 しきを経 て、人民漸 く本 を務むるの
12)

肝要なるを知れ り。

貴国にて も、敢 て初め より洪大なるを欲せず、勉て力 を根本に入れ、 イロハ よ り教

導すべ し。然 らざれば、決 して 日本に公教(公 教 は教育普及の意、宗教 の事に非ず、

以下皆同原註)の 道、盛なること能 はず、基礎一たび成 るに及んでは、盛大になす こ

と、最 も易 しとす。乃 ち今 日の小学 を中学 とし、中学 を大学 となす。何の難 き事か之
13)

れ有 らん。

開校以来、予が珈か微力 を尽 し、且つ生徒の勉励に より、漸 く初歩の難を過 ぎ、今
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日に至れ り。而 して予不 肖なが ら最 も務め し所 は、生徒 をして各智 を磨 き徳 を積 まし

む るにあ り、且つ鉱 山、製造、貿易の諸業を起 し、以て珈か国家の益 を為 さしむるは、

是れ予の望む所 な り。今度学校延期 に付 き、生徒之 を喜悦す るは、予が三年間の教導

無益な らず、又た徒に今 日まで歳月を費 さざりし証 な り。而 して、三年前に定めたる
　

学則 も、実際に行はるるを得た り、此予が望み足れ りと云へ し。

と教育での初歩の確実 な習得の必要 を繰 り返 し強調 した後で、現在の生徒 の状況 を 「漸

く初歩の難 を過 ぎ」た所であ り、向後の指針 として 「生徒 をして各智 を磨 き徳 を積 まし

むる」 ことと 「鉱 山、製造、貿易の諸業 を起 し、以て珈か国家の益 を為 さしむる」 こと

を掲 げている。す なわち生徒の個性 に応 じた知的教育、道徳教育 と起業に よる国家への

貢献を求めている。知識の経済活動への活用 を念頭において人格の形成 を重視 した教育

を第二段階の課程 として位 置づ けていこうとしていたのである。 これに続けて

今予何故に粉骨砕身、以て生徒 を教導す るや、何故に、予他事 を捨てて、一 に教育

に従事するを望むや、 と、諸君或 は疑あ らん、請ふ之 を述べん。

第一には、予生徒進歩の速かなるを見て、大に教 ゆる力 を得た り。

第二には、歳月逝に従 ひ、生徒及び国人 を愛す る情益深 くなればな り。
ユらラ

第三には、 当校開校以来、予益教育の国家 に大益 あるを悟ればな り。

と三年間の 「充実 した」教育実践によって、生徒 のみならず、実学党を中心 とする地元

民 との愛情溢れる交流があ り、 それが彼 らの生活態度にも反映されようとしているのを

実感 していたことを示す ものであろう。徳富藍花は評伝 『竹崎順子』の中でジェーンズ

の事 を幾たびか取 り上げているが、 ジェーンズが学校教育以外に熊本 で行 った事績を次

のように評 してい る。やや長 きにわたるがみてみたい。

洋学校の教師、北米合衆国人ゼエンズは、南北戦争に北軍の大尉 として力戦 し、戦

後カ リフオルニアのある要塞司令官になって居 ましたが、泰平の世界に軍人は無用だ

と謂ふて、 メリイラン ド州に地所 を買ひ、農生活 を始めや うとして居た庭に、 日本の

熊本か ら招聰 され、英語教 師 として来たので、 もとよ り唯の武邊一方の軍人ではあ り

ません。三十四歳の彼は軍に英語で普通教育 を肥後選 りぬ きの秀才子弟に授けたに止

まらず、父兄に向つて、色々殖産興業の注意 を與へ ました。彼は熊本の當局者に、養

難、製綜、織物 は早速著手 して欲 しい三つの組の事業である事 を説 きました。市外の

九品寺 にあつた練兵場 の演武場 をつぶ して桑 を植 ゑ、實學連の長野溶平以下養難 を始

め、順子の父矢嶋忠左衛門鶴子が長い間御惣庄屋 として住むだ中山とは川一つ隔てた

甲佐に緑川製綜場 を設けて兼阪百梅の女 きん子、徳富の三女音羽子などが模範工女に

なつた り、音羽子の姉みつ子の夫河田精一等が率先 して刀創書籍 を責 り飛ば して絹織

物 を始めた りしたのも、ゼエンズの誘導に原ついたのであ りました。

明尭舜孔子之道、蓋西洋器械之術 と云ふ横井小楠の衣鉢 をついで、 日新堂に聖人之
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道 を構ずる竹崎茶堂は、ゼエンズの知識を利用するに何 の躊躇 もあ りませんでした。

彼は一方に大學 を講 じつ ・、一方にはずんずん北米の文化 を取 り入れ ました。明治六

七年、神風連が袋刀 を提げ電信線の下 を扇 をか ざして潜 りある く最中に、彼は米国種

の乳牛 を飼育 して牛乳 をしぼ りバ タをつ くりました。牛種の改良 も企て ました。疏菜

の種子 を米國か ら取寄せ て、玉蜀黍など何十種 も試播 し、落花生(其 頃は落地生 と云

ふて居 ました)な ども盛 につ くりました。農具 も白川端の畑にplough(西 洋鋤)を 使

はせ た りしました。果樹栽培に も熱心で した。何 しろ嘉永年間布田山上の生活をしつ ・

藥用人参の栽培に着手 したや うな眼早 く手早 い茶堂です。有利 と見れば頓着 な く實行

しました。北海道に開拓使が大 きく行つた事 を、竹崎茶堂は小 さく熊本市外の本山村

でやつたのであ ります。門人の高木第四郎が永年牛乳屋で通 した り、ploughを 握つた

相愛社の田中賢道 などが後年北海道の開墾に從事 した りしたのも、其名残であ ります。

バ リカンなどいふ洋種の家禽を盛に飼育 して、卵 を食ひ肉を食ふ たものです。順子の

母の鶴子が、食物衛生に殊 に注意 した事 は己に書 きました。 それは専 ら節制の方面で

したが、茶堂は積極的に 自愛をしました。彼は酒 を飲みませ ん。其かは り食ひました。

胃弱でしたが、マ グネシア を飲みつ ・盛 に所謂 「養生食」 をしました。ゼエンズが英

語 と殖産興業方面の知識を與へ た如 く、ゼエンス夫人は料理裁縫等の智識 を與へ まし

た。實學社 中の女達は見習ひ聞 き習ふて牛肉の うまい料理 などが方々の家庭に出來 ま

した。他では思 ひも寄 らぬ頃か ら、竹崎家には ミシンがあ りました。而 してフランネ

ルなども米國か ら取 り寄せ て、老人子供 も節子が ミシンで縫ふたシヤツを着た もので

す。ゼエンズ夫婦の物質的恩恵には、實學社中何れ も多少浴せぬ者な く、社中の洋行

蹄 りの岩男俊貞などは金縁 眼鏡 をかけて、大江の徳富の宅近 くに一向實 りもせぬ葡萄

園 を開いて盛にカナブンブンを養つて居 りましたが、就 中慾深は竹崎茶堂 で した。茶

堂はゼエンスか ら獲能ふ限 りを取 りました。而 してそれをどしどし取捨 し、實行 して、

生活 を豊富にして行 きました。肥後 に於け る所謂文化生活の率先は、何 と云ふて も竹
16)

崎茶堂 であ ります。

「彼は軍に英語 で普通教育 を肥後選 りぬ きの秀才子弟に授けたに止まらず
、父兄に向

つて、色々殖産興業の注意 を與へ ました。彼は熊本の當局者に、養麓、製綜、織物は早

速著手 して欲 しい三つの組の事業 である事 を説 きました。」、「ゼエンズ夫人は料理裁縫等

の家庭的知識を與へ ました。」 と 「ずんずん北米の文化 を取 り入れ ました。」 と 「殖産興

業 と文明開化」の導 き手 としてジェー ンズを活用 したのであ り、殊に熊本藩知事細川護

久に よる藩政改革により、録事 として出仕 し、 ジェーンズ と熊本県の契約書に野々 口又

三郎、兼阪諄次郎 とともに署名 し、その大半が実現 され ることになる 「改革意見綱要」

を建言 し、熊本政府の要路にあった竹崎律次郎(=茶 堂)は 、「ゼエ ンスから獲能ふ限 り

を取 りました。而 してそれをどしどし取捨 し、實行 して、生活 を豊富に して行 きました。
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肥後に於ける所謂文化生活の率先は、何 と云ふて も竹崎茶堂であ ります。」と評 されてい

るのである。「生活の豊富化=文 化生活」の実現 を教育の重要側面 と捉え、「生活文化の

創造」を実践 しようと考えていたのではなかろうか。更に彼は

而 して、近年各国大に此事 を悟 り、争て教育を布ん とす。実に千古未曾有の改革に

して、予亦教師の任 にあるは、大悦の至 な り。予此改革の大意を下に述べ、以て諸君
ユの

の一覧に供す。

教育の事 たる大なるかな。人之れに由て初めて、人職 を尽 し、国是れに由て、富強

に、政府之に由て安然た り。量に又た人事 に大益ある、斯 くの如 き者あらんや、然 ら

ば、即ち愚柳か挽焉 として此の職に従事せ しも亦何 ぞ怪 しむに足 らん。教育の大効 を

見ん と欲せ ば、先づ文運盛なる諸国の実情 を探 ぐるに如 くはな し。

公教の大益 を悟 り、之れ を実際に行ひ しは、合衆国 を以て始 とす。蓋 し人民無学な

れば、共和政治の国体一 日も存す ること能はざればなり。初め、米国独立せ しに当て

や、人民寡 く、国極めて、貧 な りと錐 も、爾來、人民挙て、公教 に注意 し、益々此道

を起せ しに因 り、此国駿々乎 として文化に進み、方今 に至 りては、人民凡そ四千万、

実に堂々たる一大国た り。十年前、奴隷の事起 り、南北間四年の戦争に及び しや、元

よ り、北方は文学盛に、南方は之に乏 しきを以て、遂に北方勝利を得て、奴隷の大害

随て除か る。

フレデ リッキ大王の普国に王たるや、夙 とに公教の大益 あるを識 り、初め此国に学

校 を與せ り。中間偶 ま那破倫の乱に遇ひ、一時廃絶に属す と錐 も、其後再び此の道 を

起 し、方今 に至 り、公教の道全備せ りといふべ し。

仏国は之に反 し、一世那破倫覇業 を開きしより、専 ら武備に力 を用ひ国民挙て兵た

り、三世那破倫伯父の業 を縫 ぎ、逆政 を施 し、暴 を以て、下 を制 し、更 らに公教の道

に注意せず、全 国中僅かに、陸軍学校あるを見るのみ。

今や万国挙て文化 に進むの時、斯 く覇術 を以て下民 を束縛せ しの害ある、普仏戦争

の景況 を見て瞭然た り。乃ち四年前、一小事に托 し、狽 りに普 と兵端 を開きしが、又

教育無学に勝 ち、数旬 を待 たず、仏軍大に敗れ、普兵進んで 「パ リス」王城 を囲むに

至 る。是に於てか、仏国和 を請ひ、償ふ所 の金員五億余に至 ると、此金五十年間、欧
ユ　　

州中学校の費に充 るに足れ りと云ふ。

と、教育の効用 を 「人職 を尽 し、国是れに由て、富強に、政府之に由て安然た り」 とし、

「人事に大益 あ り」とするが
、ここでは、当時の熊本の聴衆に理解 しやす く説 く必要か ら

か、教育の有無で戦争の行方 を決めた例 として、ア メリカの南北戦争 と普仏戦争 を取 り

上げ、「北方は文学盛に、南方は之に乏 しきを以て、遂 に北方勝利 を得て」 とし、「教育

無学に勝ち、数旬を持 たず、仏軍大に敗れ」としている。 さらに論 を補完す るために「償

ふ所の金員五億余 に至 ると、此金五十年間、欧州 中学校 の費に充 るに足れ りと云ふ」 と
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敗戦 したフランスの賠償金の高額 に比 しての(中 学)教 育費の相対的廉額 をもち出 して

説明 している。 これに続いて次の ような要約が挿入されている。

是れ より氏は進んで、少数者 を教育 して、 多数者の教育 を忽にす る時は、其の少数

者の教育 も用 を為す能は ざる所以 を論 じ、東洋諸国が、普通学の布及に着手 しつつあ

るを説 き、更に進んで、欧州諸国が、公教普及の実際 を陳べ、公教 の一 国全体 の進歩

を利 し、国力を強ふす るは者 たるを示 し、独 り、之に止 まらず して、凡て発明乃 ち、

蒸気、電信、鉄道の大発明 より、其の他農工商に関す る発明等、皆な悉 く教育の結果
19)

なるを論 じ、遂に左 の如 く論結 し、大に教育の忽諸に附すべか らざるを示せ り

と、大衆教育 を重視 し、「生活文化の向上」をその基本理念に据 えているのは、先に引用

した徳富廉花の評伝 『竹崎順子』が描 いたように実践 していたのではなかろうか。続い

て、

問ふ、国の以て宝 とするは、何 ぞや、土地の広大豊饒なるを以て、宝 とす るか、曰

く、否。人あ りて、耕せずんば、何 の用か之 あらん。然 らば、即 ち、政府の領す る近

海及び海港 を以て宝 とするか、日否。人間才智 を磨 きて、貿易 を為 し、以て之 を用ひ

ずんば、何の宝か之 あらん。然 らば、即 ち、国の鉱山を以て、宝 とす るか、 曰 く、固

よ り鉱山は宝なれ共、人間才智 を磨 きて、之 を堀 り、以て製せずんば、何の用か之あ

らん。既 に国の宝は、土地草木鉱 山海港等に非 ざれば、之何 にあるか、諸君必ず云ん、

人な りと。予謂ふ、然 らず、何 ぞ、必 しも人にあ らん、夫れ蛮夷は土地 を耕 さず、貿

易せず、 山林に木の実 を取 り食 と為 し、禽獣の皮 を以て、服 とし、唯畿餓の憂 を防 ぐ

のみ。然れ共、彼 も人な り。方今、欧米諸国に数百万の游民あ り国の益 を為 さざるの

みならず、却て之が害 を為 し、以て国の衰微 を醸す。

彼英国の如 き、貧院にある者一百万人、乞食罪人等又た一百万人、皆口を糊す るこ

と能はざる窮民に して、他人の扶助 を仰 ぐ者な り。是れ、真に公教の道無 きの致す所

とす。

又た、数年前、普軍仏国に侵 入せ しに当てや、「パ リス」都城に同様の游民旦 タ畿餓

に迫 りし者、数万人あ りしと云ふ。此等元 より一文不通の者なれば、普仏合戦中、却

て、 自国の害を為せ しや、最 も甚 しとす。

彼等悪党 を結び、狼 りに政府の命に背 き、尽 く 「パ リス」府 中の有名なる高塔大厘

を倒 し、之 を焚 き、人を殺すこと、草 を苅 るが如 く、剰へ、政府 を覆 し、国の大権 を

奪 ひ、遂 に宇内に名高 き 「パ リス」城 をして、大半灰儘 とならしむ。其暴行想ふべ し、
20)

是 を以て観 れば 、国 の宝 は又 た何 ぞ必 しも人 にあ らんや。

国 の以 て宝 とす る ところ、以 て富 強 とす る所 は、 人民 の徳 に あ り、智 に あ り、此 二

つの 者備 り、而 て後、 国 寧 し、徳 な くして富 あ る時 は、却 て、 国 の害 とな り、 智 な く

して強兵 な る ときは、之 を用 るに謬 る。是 れ 万古不 易 の金言 に して、古今 の歴 史に照 々
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た り。

鳴 呼、 日本 の人民 自国の富 強 な らん こ とを欲せ ば、能 く此語 を記 し、智徳 を以て 、
　つ

国の基礎 となさば、何 ぞ成 らざる事之 れあ らんや。

と、イギリスを 「公教の道無 きの致す所」、 フランスを 「一文不通の者」 と評 した上で、

「国の宝」を 「富強」に求め、「人民の智徳」を説 く。すなわち、「智徳 を以て、国の基礎

となさば、何 ぞ成 らざる事之れあ らにや。」 と高らかに 「教育立国論」 を提唱 した上で、

人民の多きを侍む勿 れ、印度は三億 人の人口あれ共、英の配下にあ ること、薙に百

余年の久 しきに及へ り。

土地の豊饒なるを侍む勿 れ、西斑牙は天然、極めて豊饒なる国なれ共、公教の道乏

き故、人民至 って暗昧に して、方今土留古の外、欧州中、最 も貧弱の国とす。

之に反 して、瑞西国は、山稜多 く、土地豊饒 ならず、且つ欧州の中心にあ りて、海

港な く、運送の便極めて悪 しと錐 も、公教 の道能 く開け、都下富貴の人民よ り僻村貧

賎の農夫に至 るまで、更に無学の人を見ず、是 によりて、四隣の大国数ば盛衰興亡の

変に遇ふ と錐 も、此国更に靡 くの色な く、人民能 く其権利を得 て、共和の政府 を存 し、

堂々 として、中央に独立す る者、弦に四百余年 な りと云ふ。欧州政学者は此国の盛大
22)

なるを見て、亦公教の欠 くべか らざるを知 れ り。

と、イン ド・スペ イン、スイスを取 り上げ、植民地 イン ド、貧弱の国スペ インと公教育

の整備 されていない国の弱 さを、スイスに例 を取 り上げ、立地上好条件 に恵まれないも

のの公教育制度の整備が、共和政治 と地方分権 を実現 している とした上で、

人 とな りて、其国を愛す るは、当然の事 な り、然るに、愛国 とは、何 を愛す るを云

ふや、土地草木を愛す るを云ふに非ず、山沢江河 を愛するを云ふにあらず、所謂、愛

国の士は、其国人を愛するを云ふ。鳴呼人の上に立ち、政 を為 し、以て国 を助けん と
23)

す る者は多 く、愚民を憐み、之 を教導せん と欲す る者世間何 ぞそれ少 きや。

と、真の愛国者 を 「愚民 を憐み、之 を教導せん と欲す る者」に求め、富強な国家の建設、

人民の生活文化の向上 と高度な社会福祉の実現 を兼備す る政治の実現 しようとする為政

者の必要 を説 く。更に彼は、

今強敵あ り、来て 日本の海岸 を侵 さば、衆人挙て之 を防 ぎ、死 を以て許すべ し。彼

敵堂敢 て貴国に横行す るを得んや。然 るに、今 日本 内に外冠 よりも尚恐 るべ き敵あ り、

衆人何 ぞ出て防禦せ ざるや。無学則ち是 な り。国家の治乱興亡、実 に之に基 く、国を

して貧弱な らしむ るも無学な り。人民 をして塗炭の苦に陥 らしむ るも亦無学な り。鉱

山開けず、製作起 らざるも、無学の為 す所な り。如此 き大敵国内に蔓延 し、大害 を為

すに、筍 も志ある者、嬰然 として傍観すべ きか、誰か人民を憐むの情 を発せ ざる者あ

らんや。

敵に対 し、国家の為め命 を授 る者を志士 と云ひ、勇士 と云ふ。況や此大敵 を拒 き、
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以て人民倒懸の苦 を除かば、宣之れ を仁者 と謂はざるべけんや、鳴呼古今幾万度の戦
＼

闘徒に土地 を荒 し、骨 を野に暴す ことを為 さず、力 を尽 して此大敵 を防がば、方今 開

化の品位等の上にあらんことを想ふべ し。又た、軍に費 した る幾億万の大金 を以て、

愚民の愚を救ふに用 ひば、其功の大なるを知 るべ きな り。哀哉、宇内の人民今漸 く無
24)

学の害 を悟れるを。

と、彼の 「無学=大 害論」は国防論に も及び、戦争否定、戦争防止の根基を教育の確立

に求めるのであ り、結語 として以下の ような教育の効用 を掲げてい る。

教育は人民の幸福 を増 し、無学は人民に禍害 を与ふ。

教育は国の魂魂に して、無学は国の大病 なり、大難 な り。

教育は国 を強ふ し、無学は国 を弱 くす。

教育は固随の風習 を去 り、無学は人の悪情を煽動 し、怨 を結ぶ。

教育は国の品位 を進め、無学は之れが進歩を防 ぐ。

教育は働 き、無学は怠る。

教育は、土地を耕 し、製作 を起 し、交易 を盛に し、無学は此等の諸業 をして衰微に

赴か しむ。

教育は病院を設け、人民の病 を治癒 し、無学は牢獄 を建て、人民 をして、之に入 ら

しむ。

教育は貧院を設け、唖子に談話 を教へ、聾に聞 くことを教へ、盲 目に目を与ふ。無

学は市街 に此等の窮民を充て、而て益其教 を益す。

教育は徳 を積 み、智 を磨 き、業 を修め、無学は愚人を造 り、小人 を生ず、無学其子

に謂ふ、汝、我が学び得 たる外は学ぶこと勿れ、汝慎 て、我が為す如 く、為 し、我業

を業 とせ よ。

教育其子 を戒めて、 日勉めよ哉、勉め よ哉、汝能 く人道を尽 し、美名 を天下に、挙

げよ、我が老後の楽何 を以てか之に加へん。

無学は旧来の器械 を用ひ、之 を改むるの術 を知 らず。

教育は 日に之 を新 に し、益其精巧 を加ふ。無学は進 まず、動かず、而て物進 まず動

かざれば、腐敗 し、死亡す。

教育は故 を温め新 を知 り、益々之 を窮め之 を明にす。無学は流れ ざる堀水の如 し、

其水 を飲 まば毒 とな り、其臭をかげば病 となる。

教育は山中に湧 き出る清泉の如 く、其水の美 なる水 晶に似た り。文 明に進むの水車

を転 し、智徳 を耕すの田地 を湿 し、以て人間欠 くべか らざるの大幸 を生す。誰か斯 く

大幸大益 ある教育を拒む者 あらんや、誰か之 を拒み以て無学の暗夜に居 るを願 はんや、

之 を為す者 は、国の敵 た り、民の仇 た り、如此 き人は、愛国の士に非ず して子孫 と錐

も其行跡 を聞て之 を憶 るに至 るべ し、此に反 して、恵 を施 し、貧者 を憐み、専 ら人民
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の開花を進めん と欲する人は、所謂真の仁者に して、其死去す るに当ても衆人挙て之

を悲 しみ、之 を惜 まん。

旧知事公 の此校 を接続せ らる ・、又た此の如 し、汝等生徒此鴻恩 を奉謝す るの道他

な し。各徳芸 を修め、一身を梛 ち、以て邦家開花の進歩を助 くるにあるのみ。 当校 の
　らラ

善悪の如 きは、予が云ふ所 に非ず、生徒功 を奏す るや否や を以て知 るべ し。

この ようにジェー ンズは、教育 と無学 を対置 して列挙 している。十五組の対置は公教

育の成果が全般的に発揮 された時の理想化 された姿ではあるが、講演会 とい う多数の聴

衆 を前に しての提起であることを考 えれば 「雑 多な列挙」の側面はあるものの 「洋学校

存続」 を広範に訴える場 での もの としては肯ん じるものである。 これ らの組の対置的表

現 を便宜的に①社会福祉、②強兵、③殖産興業、④文明開化に分類すれば、表1の よう

になる。

①社会福祉 と②強兵 を政策 としての 「富国強兵」 と比 して考 えれば、個 人の幸福の増

進 を基盤 にその追求の過程 で困難 を持 った者へ の社会政策 としての医療制度の確立、保

障制度の確立を構想 し、魂魂 を掲げ、公教育にnegativeな 態度を批判 し、教育へのposi-

tiveな 姿勢 を保 て る者 を 「愛国の士」をする所 に、「軍国主義」とは異質な 「愛国心」を

認め ることが出来 るのではなか ろうか。 ましてや、アメ リカで南北戦争の勇軍の士 と名

高い退役大尉 の発 した言葉である。近代兵器、近代戦術へ の言及 を欠 くこ とは注 目に値

す る。③殖産興業 に関 しては、勤勉 と怠惰 との対比で、起業、交易の拡大 と産業の衰微

との対比で、更には旧来の技術 の固持 と技術革新への態度 を強調 している。④文明開化

表1ジ ェー ンズの教育 と無学の対比

分 類 教 育 無 学 項 目

社会福祉 人民の幸福 を益す

設病院 ・病気の治癒

貧院設置、障害者教育

人民に禍害 を与 える

建牢獄(犯 罪続出)・人民入牢

窮民市街 充満(=ス ラム化)

1

8

9

強 兵 国の魂魂

国の強化

愛国心

国の大病、大難

国の弱小化

亡国奴 ・売国奴の横行

2

3

14

文明開化 固随の風習の除去

国の品位向上

積徳 ・磨智 ・修業

挙美名

日新精巧

温故知新 ・窮明

清泉 ・水晶 ・大益大幸

施恵。憐貧者人民開化

悪情の煽動、結怨

国の品位低下

愚民製造 ・生活態度の保守

(生満)改 善意志の欠如

不進

流れない堀水の如きもの

汚水 ・滞水(腐 敗)

4

5

10

11

13

14

15

15

殖産興業 勤労

殖産興業

器械文明(=技 術革新)

怠惰

諸業の衰微化

低劣な技術

6

7

12
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表2「 被仰 出書」 の教育 と無学の対比

分類 教 育 無 学 虚学等

脩 身 ・開智 ・長才芸 詞章記諦 ・空理虚談

治生 ・興産 ・昌業 貧乏 ・破産 ・喪家

学問=士 人以上 のこと

小学=義 務教育

実学奨励
「受益者負担」

では、固随の風習の除去 と悪情煽動 ・怨を結ぶ、国の品位の向上 と低下、積徳 ・修業 と

愚人 ・小人、人道 を尽 し、美名 を挙 げる(=出 世)と それに対する消極的態度、温故知

新 と腐敗、清泉 と汚水 ・滞水の対比が挙 げられているが国の品位に関する項 目以外はど

ちらか と言えば個人の生活態度ない しは生活指針 を掲げるもの と言えよう。

この対比は、教育 を個 人の努力 と見 なしその効用 を社会的財産 と位置づ けようとす る

ものであろう。ここでこの対比 を 「学制」の序文 として提示 された 「学事奨励 に関す る

被仰 出書」(=以 下 「被仰 出書」 と略記す る)に 見てみよう。

「被仰 出書」は 「学制」を確立するための人民へ の布令であ り
、「邑に不学の戸 な く家

26)

に不学の人なか らしめん」ために 「他事 を拠 ち自ら奮て必ず学に従事せ しむべ き様心得
27)

べ き事」 を徹底す るために太政官が布令 した ものである。教育の奨励に当たって 「被仰

出書」教育の効用 を如何に掲げたかは表2に 示す通 りである。「学問は身を立つ るの財本
28)

ともいふべ きものに して人たるもの誰か学ばず して可ならんや」 として 「国民皆学」の

政策を打ち出 したこの 「被仰 出書」は 「身を脩め智 を開 き才芸 を長ずるは学 にあらざれ
29)

ぱな し」とし、「夫の道路に迷 い飢餓に陥 り家 を破 り身を喪の徒の如 きは畢尭不学 よりし
　

てかか る過 ちを生ず るな り」と学 と不学(二 無学)を 対比 し、「凡人の営むところ学あら

さるはなし人能 く其才のあるところに応 じ勉励 して之に従事 ししか して後初 て生 を治め
31)32)

産 を興 し業 を昌にす るを得べ し」と学問の効用 を讃 えて 「之 を身に行ひ事に施す」「身を
33)

立つるの財本」となる学;実 学 を学ぶために通学 を求め、「幼童の子弟は男女 の別 な く小
34)

学に従事せ しめ ざるものは其父兄の越度たるべ き事」 と教育義務(=国 家への児童 ・そ

の保護者の小学での教育義務 を定め るとともに、「自今以後此等の弊 を改め一般の人民他
35)

事 を拠 ち自ら奮て必ず学に従事せ しむべ き様心得べ き事」)と 自らの負担で学校 を建て、

学校 を運営す ることを求めたのであった(=教 育費の 「受益者負担の原則」)。「学問は士
36)

人以上の事」 と考 えるのは 「沿襲 の習弊」 として男女の別 な く 「国民皆学」 を樹立 しよ
37)

うとしたのであ り、「国家の為」と唱え、「詞章記諦の末に趨 り空理虚談の途に陥る」「虚

学」は 「沿襲 の習弊」 と退けるのである。 この両者 を比較すれば、 ジェー ンズのそれは

国家・社会全般に亙効用 を説 くものであ るが、「被仰出書」のそれは個人の幸福に限定 さ

れたものであ り、小学 とい う民設の 「国家機関」での学習を義務づけ、それに関わる一
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表3『 学問のすすめ』の対比等

分類 教 育 無 学 虚学等 編

賢人 ・貴人 ・富人 愚人 ・下人 ・貧人 1

人間不通 日用に近 き実学の奨励 1

分限を知ること 1

字の学習 恥 を知らず 1

物事の理 を知ること 貧窮に陥る 1

他人を怨む 1

強訴一揆 1

暴政暴君暴吏 2

学問の要二活用 12

視察 ・推究 ・読書 12

談話 12

読書 ・演説 12

向上心 12

学校の名誉 12

私学の存在 4

切の負担 を人民に押 し付けよ うとす るものであ り、国家の繁栄の姿す ら提示 されていな

い。 ここで もう一つ同時期に発表 された福沢諭吉の『学問のす ・め』(初 編 出版1872年2

月、十七編 出版1874年11月 、 ジェー ンズの演説の時点で十一編 まで出版)の 学 と不学の

対比 を概観すれば、表3の ようになろう。『学問のす ・め』で扱われた問題 は多岐に亙 る

が、ここでは学の奨励 と学校のあ り方、学習の進め方に限定 して考 えるこ とにする。「天
38)

は人の上に人を造 らず人の下に人を造 らず と云へ り。」との名言で始 まる『学問のす ・め』
39)

では学 と不学の対比は 「賢人 と愚人 との別は學ぶ と學ばさるとに由で出來 るものな り。」

「人は生 まれなが らに して貴賎貧富の別 なし。唯學 問を勤 て物事 をよ く知 る者は貴人 とな
40)

り富人 とな り、無學 なる者は貧 ひととなり下人 となるな り。」 とした上で、「學問 とは、

唯むつか しき字 を知 り、唯解 し難 き古文 を讃 み、和歌 を樂み、詩 を作 るな ど、世上 に實

のなき文學 を云ふにあ らず。 これ等の文學 も自か ら人の心 を悦ば しめ随分調法 なるもの

なれ ども、古來世間の儒者和學者な どの申すや うさまであがめ貴むべ きものにあらず。

古來漢學者に世帯持 の上手なる者 も少 く、和歌 をよ くして商責に功者なる町人 も稀 な り。

これがため心ある町人百姓は、其子の學問に出精す るを見て、やがて身代 を持崩すなら

ん とて親心に心配す る者あ り。無理か らぬ ことな り。畢寛其學問の實に遠 くして日用の

間に合 はぬ謹振 な り。 されば今斯 る實 なき學 問は先ず次 に し、専 ら勤むべ きは人間普通
41)

に近 き實學 な り。」と実学 を奨励 し、 さらに 「學問 をす るには分限を知 る事肝要 な り。人

の天然生れ附は、繋がれず縛 られず、一人前の男は男、一人前の女は女にて、 自由 自在

なる者 なれ ども、唯 自由 自在 とのみ唱へ て分 限を知 らざれば我儘放蕩に陥ること多し。

即 ち其分 限 とは、天の道理に基 き人の情に從 ひ、他人の妨 を為 さず して我一身の 自由 を
42)

達す ることな り。」 と分限の重要性 を強調 し、「か りそめに も政府 に封 して不平 を抱 くこ
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とあ らば、 これ を包みか くして暗に上 を怨むることな く、其路 を求め、其筋に由 り、静

にこれを訴て遠慮 な く議論すべ し。天理 人情に さへ叶ふ事な らば、一命をも拠て孚ふべ
43)

きな り。是即 と一國人民たる者の分 限 と申す ものな り。」と人民の抵抗権 を主張 して もお

り、 また 「身に才徳 を備ん とす るには物事の理 を知 らざるべか らず。物事の理 を知 らん
44)

とす るには字を學ば ざるべか らず。是即學問の急務なる繹 な り。」と教育の手始めの識字

へ と導 こうとしたのであ り、「智恵なきの極 は恥 を知 らざるに至 り、己が無智 を以て貧究

に陥 り飢寒に迫 るときは、 己が身を罪せ ず して妄に傍の富める人を怨み、甚 しきは徒窯
45)

を結び強訴一揆な どとて乱防に及ぶ ことあ り。」とし政府 との関係では 「愚民の上には苛
46)

き政府 あ り、良民の上 には良 き政府あるの理 な り。」「一國の暴政 は必ず しも暴君暴吏の
　の

所為のみに非ず、その實は人民の無智を以て 自か ら招 く禍 な り」 と不学の悪影響 と断言

している。

また

方今我國の形勢 を察 し、其外国に及ばざるものを學れば、 日學術、日商費、日法律、

是な り。世 の文 明は専 ら此三者に關 し、三者墾 らざれば國の濁立 を得 ざること識者を

侯たず して明な り。然 るに今我國に於て も其禮 を成 したるものな し。

政府一新 の時よ り、在官の人物力を壼 さ"る に非ず、其才力亦拙劣なるに非ず と錐

ども、事 を行ふに當 り如何 ともす可 らざるの原因あ りて意の如 くならざるもの多 し。

其原因とは人民の無智文盲即是 な り。政府既に其原因の在 る所 を知 り、頻 りに學術 を

勧め法律 を議 し商法 を立 るの道を示す等、或は人民に説諭 し或は自か ら先例 を示 し百

方其術 を壼す と錐 ども、今 日に至 るまで未だ實効の學 るを見ず。政府は依然たる專制

の政府、人民は依然たる無氣無力の愚民のみ。或は僅に進歩せ しことあるも、これが

ため勢す る所の力 と費す所の金 とに比すれば、其奏功見 るに足るもの少 なきは何ぞや。
48)

蓋 し一國の文明は濁 り政府の力 を以て進む可 きものに非 ざるな り

とした上で

我輩先ず私立の地位 を占め、或は學術 を講 じ、或は商費に從事 し、或は法律 を議 し、

或は書 を著 し、或は新聞紙 を出版する等、凡そ國民たるの分限に越 えへ ざる事 は忌諦

を揮 らず してこれを行ひ、固 く法 を守て正 しく事 を庭 し、或は政令信なちず して曲を

被 ることあらば、我地位 を屈せ ず してこれ を論 じ、恰 も政府の頂門に一針 を加へ、菖
　

弊 を除て民権 を恢復せんこと方今至急の要務 なる可 し。

と政府か ら独立 した機 関(=私 立機関)で の教育 ・事業 ・マス コミ等の樹立 を自らの責

任で進め ることを宣言 している。独立の気力 を強調 した諭吉が、既に設立 している慶磨

義塾の存続を意図 したものであれ、言論の 自由 ・労働の自由を熱弁 していることを合わ

せ て考 えれば 「被仰 出書」 とは異質の、 またお雇外 国人の ジェー ンズには言明 しえない
　の

点である。彼は 「學 問の要は活用に在 るのみ。活用なき學問は無學に等 し。」 として、
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學問の本趣意は讃書のみに非ず して精神の働 に在 り。此働 を活用 して實地に施すに

は様々の工夫なかる可 らず。「ヲブセルウェーシ ョン」 とは事物 を視察す ることな り。

「リーゾニ ング」とは事物の道理 を推究 して 自分 の説を付 ることな り
。此二箇條にては

固よ り未だ學問の方便 を蓋 した りと云 う可 らず。尚この外に書を讃 まざる可 らず、書

を著さ"る 可らず、人 と談話せ ざる可 らず、人に向て言を述べ ざる可 らず、此諸件の

術 を用ひ壼 して始て學問を勉強す る人と云ふ可 し。即ち視察、推究、讃書 は以て智見
51)

を集め、談話 は以て智見を交易 し、讃書演説は以て智見 を散ずるの術 な り。

と学識の向上のために不可欠な手法を示 し、「人の見識を高尚にに して其品行 を提起す る

の法如何す可 きや。其要訣は事物の有様 を比較 して上流に向ひ、 自から満足す ることな
52)

きの一事に在 り。」 とあ くなき向上心が見識のみならず品行 をも高め るとし、「學校の名

巻は學科の高尚なると、其教法の巧なると、其人物の品行高 くして議論の賎 しか らざる
53)

とに由 るのみ。」 と学校 論 を も提 示 して い る。
らり

「學 問の要 は活用 に在 るの み」 と し
、 「讐へ ば 、 いろ は四十 七文 字 を習 ひ、 手紙 の文

ららラ

言、帳合の仕方、算盤の稽古、天秤の取扱等 を心得、尚又進 で箇條は甚多し」 とほぼ万

人に必要不可欠な知識技能 をまず挙げて、 日用に必要 な事柄 を円滑に進め ることより説

き、「學校の名巻は學科の高尚 となると、其教法の巧なると、其人物の品行高 くし議論 の
　

賎 しか ら ざ る とに 由 るの み 」 とす る諭 吉 の 態 度 と ジ ェ ー ン ズの 地 域 社 会 に とけ 込 み 、 彼

の 知 識 ・技 術 を 導 入 し よ う とす る精 神 とに相 通 ず る もの が あ る と共 に、 諭 吉 が 学 校 論 の

中 に専 門的 知 識 ・技 術 の み な らず 、 教 育 法 ・教 師 ・経 営 者 の 品 行 、 そ の イ ン テ リゲ ン テ

ィ ア と して の 社 会 的 貢 献 を位 置 づ け て い る こ とに も、 ジ ェ ー ン ズ を迎 え た地 域 社 会 の 先

進 層 の 彼 へ の 人格 的 信 頼 と も似 通 う もの が あ る と い え よ う。

で は 熊 本 洋 学 校 で は どの よ うな 授 業 が 展 開 さ れ た の で あ ろ うか 。 卒 業 証 書 等 か らそ れ

を見 て い こ う。 第 一 回 生 に 出 さ れ た卒 業 証 書 は 、 ペ ン 書 き英 文 と対 訳 毛 筆 の洋 罫 紙 二 つ

折 りで 、 英 文 は次 の よ うで あ っ た 。

ToallPersonsConcerned

ThisistocertifythatMr.… …ofKumamotoSirakawaKenJapanentered

KumamotoEnglishSchoolatthebeginningofAcademicYearSeptemberlst

1871,thathehasbeerlpromtandconstantinattendancemostobmimenablein

departmentdeligentandsuccesfulinapplicationtoalltheStudiesofthecourse

throughouttheentiretimeoffouryears,thathehascreditablypassedevery

annualandsemiannualexaminations.AndthatheisentitledtothisCertificate

ofproficiencywithvariousbranchesofStudyembracedintheCourseof

KumamotoEnglishSchoo1.Namely,1,ElemantaryEnglishLanguage-

EmbracingReading,Writing,Grammar,Composition,DeclarationandRhetoric
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2.IntellectualandWrittenArithmetics3.Geography4.GeneralHistory5.

Algebra6.GeometoryandTrigonometryandElementaryPracticalSurveying7.

Naturalphilosophy8.Chemistry9.Astronomy10.Geology11.Physiology.

L.L.Janes

GevenatKumamotoJapan
57)

July261875

対訳は縦書 きで、 白川県洋学校 としての学校印章の朱印が押されている。内容 は次の

ようであった。

卒業生徒工免許証状

此証状ハ左 ノ条 目ヲ表 スヘキ為 メ也

(氏名)

右ハ千八百七十一年(明 治四年)九 月第一 日熊本洋学校創業 ノ日ヨリ新二英書 ノ業

ヲ始 メタ リ○品行最正 シク勇奮堅 固ニシテ学問二注意 シ全 ク四年間 ノ課程 ヲ修 ルニ平

生勉励且ツ成功 ノ状 ヲ顕 シタリ○正 シク年々大小試験 ヲ経テ此学校 ノ定則 タル左 ノ各

科二於テ進歩ノ効 トシテ此免許証状 ヲ授与スルモノ也

第一 語学 読方 習字 文典 作文 英語 文学 第二 胸算 算術 第

三 地理書 第四 万国歴史 第五 代数学 第六 幾何学 測量術 第七

窮理書 第入 化学書 第九 星学書 第十 地質学 第十一 人体書

千入百七十五年七月二十六 日

於 日本熊本与之 エル ・エル ・ヂエー ンズ

右教師授与スル所 ノ免状訳之調印者也

明治入乙亥年七月二+六 日 白川県洋学校置

す なわ ち、初 級英語 では、読 み、書 き、 文法 、作 文、会 話、修 辞 をお こ ない、 会話 は

雄 弁術 、 演説 を取 り上 げ て いた。 奇 し くも諭吉 が知 識 の深化 の ため の一 手法 と して挙 げ

て い る演 説が、 英語 で実践 されて い るこ とは、 ジェー ンズが 田舎 町 熊本 で も 「国際 人」

を育成 しよ うと努 力 していた証 しであ り、 その成果 につ いて は前稿 で も考 察 した ところ

で あ る。算術 は暗算 と筆算 で あ り、 その ほか地理 、世 界各 国 史、代数 、幾何 と三 角法 、

な らびに初 等 ・実 用 測量術 、更 に物理 、化 学、 天文 、地質 学、 生理学 の各 学科 で あ った。

この学科 編 成 ・教 育課 程 を考 えれ ば、 熊本 洋学校 は初 等教 育 とか な り高度 な中等教育 の

双方 を担 当 して いた と考 え られ る。杉 井六 郎 しに よる考察 に よれ ば、 熊本 洋学校 で使 用

され 書籍(教 科 書等)は 次 の よ うであ る。

① 英語

ASecondBookofLessonsfortheuseofschools.Printedandpubulishedby

deirectionoftheDublin:AlexanderThom,printerandpublisher,87and88,
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B

C

D

E

F

G

H

1

J

K

L

M

Capt.L.L.Janesと 熊 本 洋 学 校(2)

Abbfy・Street.Longmanns,Green,&Co.,AndGroombridge&sons,London

1866

ThirdBookofLessonsfortheuseofschools.

FourthBookofLessons.

Mcguffey'snewFirstEclecticReader,foryounglearners.

ByW.M.H.Mcguffey.LL.D.Cincinnati:Wilson,Hinke1&Co.Philadel-

phia;ClaxtonRemsen&Haffelfinger.NewYork:Clare&Maynard

SecondEclecticReader.

ThirdEclecticReader.

FifthEclecticReader.

TheStandardFirstReader,forBiginners;

containiningtheAlphabet,andprimaryreadinginpronouncing,spellingand

readingbyEpesSargent.Boston,1869

1ndependentElementarySpeller:Part-1

ACriticalWorkonPronounciation:EmbracingAstrictlygradedclassifica-

tionoftheprimitiveandthemoreimportantderivativewordsoftheEnglish

Language,fororalspelling;Exerciseforwritingfromdictation;prefixes,

affixes,etc.,ByJ.MadisonWatson,AuthoroftheNationalReaders,

Spellers,andPrimer:(下 略)A.S.Barnes&Company,NewYorkand

Chicago.1872

1ndependentElementarySpeller:Part-2

TheJuvenileDefiner,(NationalSeries)

ACollectionandClassificationofFamiliarWordsandNamesCorrectly

spelled,accentedanddefined.

ByWilliamW.Smith,(PrincipalofGrammarSchoolNo.1NewYork

AuthoroftheSpellerandDefiner'sManua1.)A.S.BarnesandCompany,

NewYorkandChicago,1872

Mcguffey'sNewJuvenileSpeaker:

Containingmorethantwohundredexercises.OriginalandSellected.

ReadingandSpeaking.(ElectrotypeEdition)

WilsonHinkle&Co.(CincinnatiNewYork)

ThePrinciplesofEnglishGrammar.

ComparisingthesubstanceofallthemostapprovedEnglishGrammars

extant,andnearlyarranged;withCopiousExercisesinParsingandSyntax.
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ByWilliamLennie(LateTeacherofEnglish,Edinburgh,Authorofthe

child'sLadder.)
59)

(FortyninthEdition)(Edinburgh)

この うち、 「程 課 書」(マ マ)の 貼 紙 のあ る ものA・B・C・Fの 四書籍 で あ り、 「第… …

番全 … …冊之 内第 ……番 」 の墨書 のあ るものはA・B・1・J・K・Mの 六書 籍 で あ る。

「程 課書」は教科 書 と して使 用 され た もので あ ろ う し、 「第… …番全 …… 冊之 内第 ……番」

の墨 書 の あ るものは、少 な くと も年 間何 回か 実施 され た試験 の範 囲 ない しは教 育上 の到

達 目標 と考 え られ る。但 し1・Jの 両書 は初 級 レベ ルの もので余 り使用 され た形 跡が認

め られ な い と報告 され てお り、生徒 の理 解度 の方 が優 れ ていた こ とを示 す もの であ る。

②

A

B

C

D

A・Bは 表紙 に 「小算

D両 書には 「大算

熊本洋学校廃校後、「廃絶 ノ校(=洋 学校)ヲ 興シ、広 ク後生 ノ開明 ヲ謀 リ」、

明 シ以テ広 ク知識 ヲ世界二取ル

の署名があるのでどれほ ど洋学校で使用 されたかは判明でない。

③

A

B

C

D

算 術

IntellectualArithmetic,byInducationandAnalysis.part-1

ByJosephRay,M.D.(LateProffesorofMathematicsinWoodware

College)(OnethousandthEditionEdition・lmproved)Cincinati.

IntellectualArithmetic,byInductionandAnalysis.part-2

PracticalArithmetic.part-1

60)

PracticalArithmetic.part-2

書 」 の 墨 書 が あ り、 ま たAは 「小 算 書 七 番 」 の 墨 書 が あ り、C・

書 」 の 貼 紙 が 付 け られ て い る。 四 書 籍 と も 「書 き込 み 」 が 多 くあ る が 、

「語 学 ヲ講

」 こ と を 目的 に 設 立 さ れ た 「広 取 堂(=広 取 学 校)」 生 徒

地 理

Guyot'sGeographicalSeries.part-1

1ntroductiontothestudyofGeography.(NewYorkCharlesScribnerand

Company)1869,1872

Guyot'sGeographicalSeries.part-2

MitchelrsNewSchoolgeography.(fourthBookoftheSeries)

ASystemofModerngeography,Physical,Politica1,andDescriptive;ac-

companiedbynewatlasofforty-fourCopperplateMaps,andillustratedby

twohundredengravines.ByS.AugustusMitchell,(AuthorofaSeriesof

GeographicalWorks.)(Philadelphia:PublishedbyE.H.Butlur&Co.)

Guy'sSchoolGeography,onanewandeasyplan;comparisingnotonlya

completedescription,butmeanTopographicalinformation,inawell

digestedorder;exhifitingthreedistinctparts,andyetformingonecon・
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nectedwhole.Expresslyadaptedtoeveryageandcapacity,andtoevery

classoflearnerborhinLadies'andGentlemen'sschools.Towhichisnow

addedachapteronPhisicalgeography.
61)

ByJosephGuy,London;1866

A・B両 書 は別紙 に 「中地理 書」 の貼紙 が あ り、 書 き込 み も多 く通読 され た もよ うで

あ る。 またCは 『近世 万 国地誌 』とい われ る もの で、明 治七(1774)年 文部 省刊行 の 『万

国地 誌略 』の一 部 に撮訳 と して利用 されて い る。

④

A

B

C

D

E

F

万 国 歴 史

AHistoryoftheWorld,fromtheEarliestRecordstothePresentTime.

part-1

ByPhillipSmith,B.A.,(OneoftheprincipalcontributionstotheDictior1-

ariesofGreekandRomanAntiquities,Biography,andGeography.VolIII.

AncientHistory。FromthetriumvirateofTiberiusGracchustotheFallof

theRomanEmpire.)(111ustratedbyMapandPlans,)NewYork;D.

Appelton&Co.549&551Brodway.1872.

AHistoryoftheWorld,fromtheEarliestRecordstothePresentTime.

part-2

TheHistoryoftheWorld:4Vols.Vol-4

FromtheEarliestperiodoftheYearofOurLord1783,withpaticular

referencetotheaffairsofEuropeandhercolonies.Tranlatedfromthe

GermanoftheBaronJohnVonMueller.Comparedthroughoutwiththe

originalrevisedcorrected,andillustratedbyanoticeofthelifeandwritings

oftheauthor,byAlexanderH.Everett.NewYork,1885

CharlesKnight'sPopularHistoryofEngland8Vols

"TheharvestgatheredinthefiddsofPastistobebroughthomeforthe

useofthePresent"-Dr.Arnold,LectureonModernHistory.London:

BradburyEvans,&Co.

AManualofGeneralHistory

BeinganOutlineHistoryoftheWorldtheCreationtothePresentTime.

(FullyIllustratedwithMaps)(FortheuseofColleges,High・Schools,

Academies,etc)

ByJohnJ.Anderson,A.M.,NewYork;Clark&Maynard,Publishers)1873

ASchoolHistoryofEngland,illustratedwithmaps

ByJohnJ.Anderson,A。M.,1873
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62)
GHistoryoftheWorld,EarliestRecordstothePresentTime.

A・Bは 表紙 に 「ス ミッス氏 上 古歴 史 第三」 の貼 紙 が ある。Fは あ ち こちに注記

が あ り、Fは 教 科書 ない しは重要 な参考 書 と して使 用 され た と思 われ る。Dは 「ナ イ ト

氏 英語 歴史 全 八冊」 と註 記 されて い るが 、 第二分 冊は 欠け てい る。

⑤

A

B

C

D

A・Bは 「鮎窟 書」の貼紙 が な され てい る。

対 訳 した もので あ り

れた もの であ る。

⑥

A

この堂 は

二 」 と誤記 され て いる。

⑦

A

B

C

代 数 学

NewElementaryAlgebra:EmbracingtheFirstPrincipalesoftheSciences.

part-1

ByCharlesDavies,LL.D.,(ProffesorofHigherMathmatics,Columbia

College)(A.S.Barnes&Company,NewYorkandChicago.)1872

NewElementaryAlgebra:EmbracingtheFirstPrincipalesoftheSciences.

part-2

UniversityAlgebra:EmbracingalogicalDevelopmentoftheSciencewith

NumerousgradedExamples.part-1

ByCharlesDavies,LL.D.,1872

UniversityAlgebra:EmbracingalogicalDevelopmentoftheSciencewith

63)

NumerousgradedExamples.part-2

黒占窟 はalgebraを 和 算 の筆 算 指 揮 代 数 的 に

、A・B・Cの 三 書 は書 き込 み も 多 く、 計 算 の 跡 も あ り相 当使 用 さ

Cに は 「鮎 窟 書 六 番 」、 「大 学 校 黙 窟 書 」 の貼 紙 が な さ れ て い る。

幾 何 学 ・測 量 術

読 解 不 能(内 容 は 幾 何 学 、 三 角 法 、 表)

目 、 表 紙 の 破 損 が 甚 だ し く、 粗雑 な 補 修 が な され て お り、 貼 紙 も 「化 学 書 十

窮 理 書

Chamber'sEducationalCourse.Vol-1

EditedbyW.andR.Chambers.NaturalPhilosophy(In2Vols.),London

andEdinburgh.

Chamber'sEducationalCourse.Vo1-2

FirstLessoninPhilosophy:or,TheScienceofFamiliarthings:inwhichthe

principlesofNaturalandExperimentalphilosophyaresystematically

DevelopedfromthePropertiesandUsesofFamiliarThings.

ByThomasTateF.R.S.A.(AmericanEdition),RevisedandImprovedby

C。S.Cartil,(PrincipalofHarvardSchoo1,Charlstown.)Boston:Hickling,

SwanandBrown.
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DThelittlePhilosopher,ortheScienceofFamiliarThings:

　
ByThomasTateF.R.S.A.NewEdition1865

A・Bは 「知 氏 窮理 書 全 二冊 」 の貼 紙 が あ り、扉 に は 「第九 十 四番 」 の墨 書が あ

り、Cの 扉 に は 「第 十九番 」 の、Dの 扉 には 「第二 十二番 」 の墨書 が あ り、 これ らが教

科書 的 に利用 され た もので あ ろ う。

⑧

A

B

Bは"西 洋器械 の術"を 取 り上 げてお り

使 用 の跡が窺 え るの で、

れ ない。

⑨ 星学 書

AFourteenWeeksinDescriptiveAstoronomy.
66)

ByJ.DormanSteele,(A.S.Barnes&NewYorkandChicago.)1873

こ の 書 の 内 表 紙 標 題 の と こ ろ に 、"TheheavensdeclarethegloryofGod;andthe

firmamentshowethhishandy-work"と い う賛 美 歌 の 一 節 が 印刷 され て い る。 この 一

節 が 後 に 「熊 本 バ ン ド」 結 成 の 引 金 に な るの で あ る。 表 紙 の 欠 損 ・計 算 の 跡 等 か ら相 当

使 用 され た もの で あ る。

⑩ 地 質 学

特 定 の 書 籍 は な い 。

⑦ 窮 理 書 に 関 連 す る記 述 が あ るの で 、 そ れ に よ っ て教 育 を進 め た もの で あ ろ う。

⑪ 人 体 書

AATreatiseonPhisiologyandHygineforEducationalInstitutionsand

GeneralReaders。

(FullyIllustrated)ByJosephC.Hutchison.M.D.,NewYork:Clark&

Maynard,Publishers,1873.
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化 学 書

FourteenWeeksinChemistry、

ByDormanSteele,(PrincipalofElmiraFreeAcademy,andAuthorof

"FourteenWeeksinDescriptiveAstoronomy"
,"FourteenWeeksinNatural

Philosophy",and"FourteenWeeksinGeology."(A.S.Barnes&Company,

NewYorkandChicago.1872

PrinciplesofChemistry:RecentDiscoveriesintheScience,andtheOutline

ofitsApplicationtoAgricultureandArts.

(DesignedfortheuseofColleges.andschools.ByJohnA.Porter,)(Prof・

fesoroforganicchemistryinYaleCollege)(A.S.Barnes&Company,New

　
YorkandChicago.)1871

、 内表紙 に は ジェー ンズの名 前 がか きこ まれ、

ジェー ンズ 自ら 「殖産興 業」 の指 導の ため に活用 したのか も知
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Aは 生理 ・衛生学の教科書 と見 られ、Bは 表紙に 「フ リン ト氏

と墨書 されている。 内分泌、排泄、栄養、心臓、運動、言語に関わる生理学書である。

⑫

A

B

C

D

E

F

G

H

ThePhysiologyofMan;DesignedtorepresenttheExistingstateof

PhysiologicalScience,asappliedtothefunctionsoftheHumanBody.

67)

ByAustinFlint,NewYork:D.AppletonandCompany,1873

生 物 学 書 全 四 本 」

Aは 「海軍書

官本」・「熊本洋学校」、Hは 「三番

記」の貼紙が施 されている。 またCは 「御軍艦操練所」「白川県図書印」「熊本洋学校」

の朱印が捺 されているので、洋学校の前身の所蔵文献が混入 された ものであろ うと推測

されている。

これらの諸文献の中の一部 は殆 ど利用 された形跡のない ものや全 く読 まれていない も

の(袋 綴で、紙鋏を入れた跡のないことから)も の もあるが、 ジェーンズが教科書のみ

ならず、「自学 自習」のために可能な限 り書籍 を整 えようと努めていたことを示 してい

る。

熊本洋学校の名 を高か らしめるものは、一には 「熊本バン ド」の結成であ り、他は男

そ の他 の 書 籍

AManualofNavalTactics:Togetherwithabriefcriticalanalysisofthe

principalModernNavalBattles.ByJamesH.Ward,NewYork:1865

FortificationandArtillery.

ByHectorStraith,(Fifthedition,London;PublishedbyW.Allenand

Company)

HandleidingTotdeKennisderZee・ArtilieriedoorH.VanGoens.Roetter-

dam,H.Nijgh。1863

ThePracticalMetal-Worker'sAssistantbyOlverByrne.

Philadelphia;HenryCareyBaird.1867

Twenty-SeventhAnnualReportoftheBoardofEducationofthecityand

countryofNewYork,fortheyearendingDecember31,1868(NewYork,

1869)

CommentariesonAmericanLaw.Vol-1

ByJamesKent.(EleventhEdition,Boston;Little,Brown,andCompany.

1867

CommentariesonAmericanLaw.3Vols,Vo1-1,Vol-3

VocabulairedulalanguageFrancaiseextraitdelasixiemeetderniere

68)

EditionDuDictionnairedeL'Acad6mieparM.CH.Nodier.Paris,1864.

全 一 本 」、Bは 「築 城 書 図 附 」、Dは 「一 入 六 七 年 鉱 術 書 」・「勘 局

仏 良 西 字 書 」 の墨 書 が あ り、Eに は 「合 衆 国 学 校 雑
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女共学の嗜矢であ る。盧花は 『竹崎順子』 で 「母の心 は色々に七人の女 に傳は りました。

順 子に父が忘 られぬ如 く、母の記憶を別 して大切に もつ久子は、己が境遇 と閲歴か ら婦

人の位置について大方な らぬ不満 を抱 き、婦人の位置を向上 さす必要 と、それには女子

教育の必要 を早 くか ら感 じて居 りました。 自身は四女三子(一 男は天)の 母 で、病身で、

眼が悪 くて、勉強する暇 もあ りません。 それでも男ばか りの熊本洋學校 に季女の初子 を
　

つせ子の女 みや子 と共に就學 させたのも、久子の熱心であ りました。」と記述 しているよ

うに、熊本洋学校 で二名の女子生徒が男子生徒 と肩 を並べて勉学 に励 んだのである。盧

花の紹介 した初 子は徳富猪一郎(=蘇 峰)の 妹 であ り、みや子は横井小楠の娘 であり、

横井時雄の妹 である。 その実現の経緯 をジェーンズの言から見てみよう。

二人の生徒(徳 富猪一郎 ・横井時雄)が 決意 をこめてわた しを待 ち受けていた。

彼 らは異口同音で次の ような質問 をした。

「われわれには妹がいる。彼 らもわれわれ と同様 に学習に非常 な熱意 を持 っている。

われわれが帰宅 した ときには、彼 らはわれわれの所 にきてわれわれか ら教 わろうとす

る。われわれはあなたが教え られた方法で彼 らに僅 かの知識 を教 えている。少な くと

も英語だけで も学習 できたな ら、彼 らは幸せであろう。 しか しわれわれは普段は学校

にいてかれ らに十分指導 してや るこ とが できない。彼 らをわれわれ と同様に学習でき

るようにならないだろうか。彼 らのために何かで きるこ とはないで しょうか?」

「あなたがたは何が言いたいのですか?」

「彼 らを新入生 として この学校に迎 えることはで きないで しょうか?」

「あなたがたの両親 はそ う望んでいますか?」

「母親(=横 井小楠 は既 に暗殺 されていたので)は 自ら学習す ることと同様、妹 の

学習に も熱心 です。」

「わた しの両親 も完全 に同意 しています。 しか しまだ古 い習慣か ら、女子教育や男

女共学の導入は大 きな変革であるので、あなたに危険が及ぶ ことを心配 してはいます

が。」

「県庁 の意見 は如何なのか?」

「責任者の山田武甫はあなたがそ うするつ もりなら異議は唱えない と約束 して くれ

ました。野々 口又三郎氏 もわれわれの母か ら説得 されています。野々口の唯一の懸念

はそのニュー スが広 まる時に、政府や県当局の開明政策 に不満の者共か ら反対運動が

起 こるこ とです。」

「始業の 日に彼 らを学校 に連れて来 なさい。彼 らに新 しいクラスに席 を与 えましょ

う。彼 らを他の新 入生 と同様 に教 えましょう。力の限 り彼 らを守 りましょう。彼 らが

あなたがたの妹であることか ら、他の生徒 も彼 らに礼儀正 しく接するか彼 らを受け入

れ ることがで きな くて学校 を去 って行 くかのどちらかです。事 の端著は 日本 の何処か
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で切 られな くてはならないので、いまここでそれをや ってみましょう。」

「既に肥後の人々はわれわれ と同 じく少女たちの教育について論議 し始めている。

肥後の人々は少女 たちの将来の配偶者が不面 目にならないように、教育 され る事 を口

に してい る。少女 たちに少年 たち と同一の教育 を与 えることはあなたに新 しい負担 を

課す ことになる。肥後の根深い野蛮な思想風潮があなたによ り多 くの負担をかけ るこ

とにな りますが。」

「彼 らをこの学校に連れて きなさい。彼女たちに自ら結論 を出させ ましょう。」

こうして二名の少女が熊本洋学校に登校 し、新入生 のクラスの一つの長椅子に腰 を下

ろした。少年 たちは彼女たちが汚れた ものであるかのよ うにで きるだけ彼女たちか ら離

れて座 ろうとし、またそのため席 を移動す る者があった り、あわてて席 を移動 しようと

して長椅子か らころげ落ちて しまった者 もいたが、表立 っては反対の行動 を取 いは しな

かった。男女共学に対す る情緒的な嫌悪は学校のいたるところにみちていた。 その 日の

うちにこの嫌悪感 を除去するための講義が行われた。講義は彼 らの武士道精神 に訴える

ものであ り、「弱 きを助ける」配慮 をす るよう説いた上で、将来 日本の妻 とな り母 となる

彼 らを無知 のままに してお くよう望むな ら、彼 らか ら奪 い取 ることの出来ないこ と向上

心 ・自負心以外 でしか彼 らとの問に共有の精神 を持てないように して しまうだろ う。あ

なたがたの精神的 な優越 を彼 らに示す ことであなたがたの威厳が保 たれ るな ら、真面 目

で正 当な方法でそうしなさい。彼 らの正 当な向上心 を躁躍するなら、 あなたがたの弱点、

恐怖心、偏見、更にはあなたがた 自身す ら彼 らの憎 しみや軽蔑の対象 となって しまうで

しょう。品のある人は、他人の希望や権利 を踏みに じって まで向上 しようとは しない も

のです。わた しはこの二人の少女に学習す る権利 を認めたいと思います。 あなたがたが

それ を自分の権利の侵害だ と考 えるのなら、他の学校へ移 って下 さい。 そうすれば、彼

らもこの学校に留 まれる し、 この学校 の本来の 目的 も達成 され るで しょう。彼 らはわた

しの教 え子です。彼 らをわたしの娘のように尊敬の念 をもって接 して下 さい。

少年たちのチュー ターであった海老名禅正は、偏見は 自然 なものであるか ら、その存

在には一定の理 由がなければならない、 と口を添 えた。 それに対 して、偏見の父である、

無知 は自然の もので、学校で教 えられ る啓発 は無知に対す る治療 にもなるが、人工的な

ものなのだ、というジェー ンズの応答があった後で、「女は男よ り劣 っていると感 じてい

た。彼 らが男の仕事ができないので、 ここに来たんだろうか ら、女の担当すべ き仕事 を

無視 した り、軽視 した りす るだろうか ら、嫌悪感 を持っていたんだ。」と少年たちの一団

かち声が上がった。 ジェー ンズは 「彼 らが男の仕事 とされているこ とが出来ないとか、

この時代に彼 らには何 も出来ないんだ とい うことが どうして解 るのか?婦 人の劣等性

は未だ証明されていない。彼 らには、十分 な機会が保障されてこなか ったか らでないの

か?男 性に強制 されて憶病で、利己的で消費的に されてしまったのではないのか?」
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と反論 したが、少年たちの一団は、婦人の能力をのばす実験 をす る場所は 日本にはない

し、 ましてや熊本にはない と再反論 を試みた。 ジェー ンズはとうとう次のように反論 し

た。「男性 の憎むべ き、身勝手な売春制度にあなたがたは憤 りを感 じませんか?婦 人は

進んでこのように不道徳 な制度 を創設す るほど母性の神聖 を汚 したことがあっただろう

か?婦 人の劣等生は未だ証明されていません。反対に、婦人に対 してはさまざまなこ

とについての十分に機 会が与 えられなか ったことか ら、改良、進歩、啓蒙および幸福 の

実際の力の半分以上が配慮 され強制 されて、男性の野蛮 な誇 り、恐怖、利己性お よび愚

行 によって否定 されているこ とを示 しているのではないか?」 と良妻賢母の育成には教

育が必要であ り、人類の半分(=男 性)に 対する教育だけではその成果は限定的 とな り、

一方では啓蒙 しながら他方では偏見を維持す ることになると主張 した
。少年たちは しぶ

しぶ女子教育 を認めて、「日本には男女共学の実験 をする場所はないし、ましてや熊本に

もない。欧米で男女共学の制度が確立す るまで待 ったらどうか?」 と彼 らの洋学校への

受け入れ を拒否す る。ジェーンズは次の ように反論す る。「今 日本 という国 も、あなたが

た自身 も一切の旧弊 を除去 しようとしている。あなたがたは 日本人 として、肥後のサム

ライの息子 として、社会の害悪 の完全 な除去に与 しないのか。放縦 と贅沢が ローマ を破

滅に追いや り、高慢 と堕落 と無知が中国を無力に して しまった。婦人の劣等生を確信 し

彼 らを厳 しく制約することは一種の奴隷状態を維持 していることに他な らない。彼 らを

無知の ままに してお きなさい、そ うすればかれ らは(論 理的に)意 味のよ く通 らないこ

とばを話 しとばかげた行動 をし続け るだろう。子どもを賢 く育てたい と願 うあなたがた

の期待に背いて十分 に子 どもの世話 も出来な くなるだろう。彼 らを純粋に動物的な機能

の行使だけに(=ヒ トという種の♀に)制 限 しなさい、そうすればお歯黒の彼 らは嫉妬

の炎であなたがたを悩 ませ るでしょう。」と。ついに彼 らは 「先生、あなたの主張 され る

女子教育 ・男女共学が必要であるとい うことは認め ましょう。 しか し、彼 らが学ぶべ き

最善の もの をすべて教えるためには、少女のための学校 を建 てることも一案ではないの

ですか?創 立間もないこの学校に彼 らを押 し込んで、学校 を危機に陥れ るのは何故で

すか?ま してや この学校 は上級生は下級生のチュー ターになることににているのでは

ないですか?わ た しは彼 らを教 えるとい うこ とは迷惑に思います。 そうするこ とが賢

明な方法 なのでしょうか?」 と海老名が少年たちを代表す るかのように言 った。

この海老名の質問に対す るジェー ンズの回答は 「あなたが女子教育に反対 し、男女共

学に反対す るなら、彼 らのチューター をしな くて も結構です。あなたが女子教育 ・男女

共学の原理 を認容す るな ら、あなたが迷惑 と感 じることが根強い偏見の一形態であると

思います。学校 の男女共学 という革新はわた しや あなたがたが招いたものではない。そ

れは自然 と必要性が招いたものである。程度は違 うが種類が同一であれば、啓蒙は伝 わ

りやすい ものである。彼 らを暗い家の中に閉 じ込めなさい。そうすれば、あなたがたが
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外に出て 日に焼けて逞 しくなっている間に、彼 ちは痩せ衰 え、青 白く弱々 しくなってい

くで しょう。逆に彼 らにあなたがたと同様に 日光 を浴びる機会 を十分 に与 えなさい、そ

うすれば次の世代は 日光の活力 をみなぎらせ た力 を発揮す るでしょう。熊本の人々が現

在持 っている偏見をぬ ぐい取 らない限 り、熊本の地には女学校は設立 されないで しょう。

とい うのは、偏見は啓蒙への反対の方向に向 くものだか ら。アメリカの奴隷州では、奴

隷への教育に対 して犯罪的 ともいえる攻撃が加 えられたものです。奴隷状態 と啓蒙 とは

相容れない仲 なのである。無知は、社会状態が どうであれ、身体的 ・精神的な奴隷状態

への調停可能な唯一の条件である。偏見か ち生まれた精神的な奴隷状態と道徳的性質 を

普遍的な教育 と啓蒙で、 あなたがたが擁護 し、あなたがたの原理 となっているものか ら

放棄 しなさい。そ うすれば、 さまざまな偏見が消滅 してい く中で、男女共学に対す る偏

見 も消滅 してい くでしょう。 この学校の歴史か ら教訓を引 き出 して欲 しい。わた しが外

国人であるために、わた しの命は狙われた。今、わた しが熊本で死んだなら、わたしの

死は何 の価値があるのだろうか?女 子教育 に対す る覚醒がなされるだろうか?も し

この学校の生徒の半数が少女になるな らば、女子教育の覚醒がなされ るだろうが。先ほ

どあなたは女学校 をとい う提案 をした。カ トリックの諸国や貴族制度の残る英国 とは違

って米国では、偏見は意味を失い、原理が意味 を持 っている。抑圧 と専制 ではな く、 自

由が社会の要項 となっているこの国では、地上で最善で、最 も純粋 で、最 も開明された

家庭の類似がすべての点で男女共学に好意的である。

偏見が重 きをなす社会 では教育面での男女の分離にいまだ賛意を表 している。男女の

双生児であった としても別々の教育 を受けることになっている。ア メリカでは学校 を家

庭の継続 と位置づけ始めている。男だけの もしくは女だけの家庭が十全 なもの とは言え

ないように、少年だけの学校、少女だけの学校 では教育は十全になしえないとい う結論

に近づ いている。 どんな家庭 も生活 を通 して一つの有機体 として子 どもの養育 と特権、

責任 の免除、義務 を分担 レ合わないでは十全 なもの とは言えないように、いかなる国家

も、そのすべての国民が同様に啓蒙 され、有害な偏見から免れるまでは、十分に強 くて、

安全 で、繁栄 しているもの とは言えない。」というものであった。だが海老名の口か らは

「わたしは女の子のチューターに落 ちぶれ ようとは思 って もいなかった」という言葉が発

せ られた。ジェーンズはさらに 「チュー ターになるならないの決定権はあなたにある。

……海老名 さん、婦人を蔑む男は、母を持 ち、姉妹 を持 ち、 ましてや妻を持つには値 し

ない。そのよ うな男は婦人によって作 られた食事 を一 口も食べず、女が縫 った衣服 をま

とわず、女の微笑 と女が暖め純粋の愛情かちきれいに掃除 した家 を保有 しないことが快

適になるだろう。そ うした男は売春宿で女奴隷 と交わるか、洞窟で生涯にわたって一人

で過ごすことがふ さわ しいだろう。……権力については言わぬまでも、 自然、科学、啓

蒙、文明は、あなたがたの国民 を偏見か ち解放するものであ り、いまそれ らが生み出 さ
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れつつある。 あなた自身を含む少年 たちすべ てを早晩、賢明に歴史的な婦人の解放 にふ

さわ しい行動 を取 るように して欲 しい。あなたは、進歩への道 を採用す るのですか、忌

避す るのですか?」 海老名は とうとう 「あなたの期待 に沿 うようやってみ ましょう。」と
70)

答えざるを得 な くなった。

特別講演 とそれに続 く質疑応答で海老名 を含む少年たちの説得が成功 した。ジェー ン

ズの男女共学論は 日本 の女性が抑圧的な人格形成(=molding)と 女 らしさ(=woman-

hood)の 型にはまった教育の受容の中で、女性 は無知の ままに置かれ、憶病で、利己的

で消費的にされて しまった。少女 たちに学習す る機会 を提供 しなさい。婦人の劣等性は

証 明されてはいない。機会 を提供すれば彼 らは必ず成果 を挙げるというものであ り、 も

う一つの強調点は教育は進歩への第一歩であるとし、国全体 の進歩は国民全体 が達成す

べ きものであ り、婦人は国民の半数 を占めているとい う事実に基づ くものであ り、第三

点は家庭 は両性に よって構成す るものであ り、家庭生活が充実す るためには婦人が無知

か ら解放 されねばな らない というものであった。彼の文明に対す る把握が南北戦争への
71)

従軍 に示 されるように 自由 ・平等の実現へ の熱意に裏付け られたものであった。端的に

米国を平等の国、 自由の国、原理が偏見 を克服 している国 と美化する中で、確立された

制度 とは言い難 い 「男女共学」 を熊本の地で実現す るこ とに成功 したのである。

熊本洋学校 に入学 した二人の少女は廃校 までの二年間学習 を継続 した。男子生徒 と机

を並べて学習 し、学習成績において も男子生徒 にひけ をとらなか った とジェー ンズは回

顧 してい る。 またこの二人の存在 は精神的で ・道徳的な気配 を学校 にみなぎらした。女

性に対す る尊敬が生 まれ、 ヒューマニスチ ックな雰囲気が形成された。 また共学 を通 し

て二人の女性 らしさは損なわれることな く、む しろ洗練 されたものになっていった とし

てい るのであ る。二人の少女のその後は どうなったであろうか。 ジェー ンズは次のよう

に回顧 してい る。年少の徳富初子は枢密院議貝 と結婚 し、京都で模範的な妻 ・母 として

生活 し、夫 とともに社交界に華 をそえた とい う。年長の横井宮子はチュー ター である海

老名禅正 と結婚 し、牧師の妻 として 日本各地で少女の教育に貢献 した。 ジェー ンズの言

では、生涯 にわたって組織、道徳 的訓練、知 的好意の激励 に従事 した大 きな成果 を修 め

た と言 っ。

因習的な熊本 の地で 「革命的」 な男女共学が心あたた まる兄妹愛の中に うまれ、外国

人教 師の粘 り強い説得 と先進的な実践、更には地域社会の反感 を夫人の実際生活での知

識 ・技能の伝授 によって好感に代 え、同級生 ・同窓生の偏見 を克服す る中で実現 したこ

とであ る。

奇 しくも、男女共学 に猛反発 した海老名がその一人 を妻に迎 えたことが女性 の地位向

上 につなが るものであ り、 またこの二人の洋学校 での受 け入れを見届 けた竹崎順子が熊

本女学会 を支 え、学校 として確立 させ たことにつなが った もの といえよう。
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38)福 沢諭吉著 『学問のすすめ』 初編一一頁(岩 波文庫版 による)

39)福 沢諭吉著 『学問のすすめ』 初編一一頁

40)福 沢諭吉著 『学問のすすめ』 初編一二頁

41)福 沢諭吉著 『学問のすすめ』 初編一二～一三 頁

42)福 沢諭吉著 『学問のすすめ』 初編一三～一四頁

43)福 沢諭吉著 『学問のすすめ』 初編一六頁

44)福 沢諭吉著 『学問のすすめ』 初編一七頁

45)福 沢諭吉著 『学問のすすめ』 初編一七頁

46)福 沢諭吉著 『学問のすすめ』 初編一八頁

47)福 沢諭吉著 『学問のすすめ』 二編二八頁

48)福 沢諭吉著 『学問のすすめ』 四編四一～四二頁

49)福 沢諭吉著 『学問のすすめ』 四編四六頁

50)福 沢諭吉著 『学問のすすめ』 十二編一一九頁

51)福 沢諭吉著 『学問のすすめ』 十二編一二〇頁

52)福 沢諭吉著 『学問のすすめ』 十二編一二二～一二三頁

53)福 沢諭吉著 『学問のすすめ』 十二編一二四頁

54)福 沢諭吉著 『学問のすすめ』 十二編一一九頁

55)福 沢諭吉著 『学問のすすめ』 初編一三頁

56)福 沢諭吉著 『学問のすすめ』 十二編一二四頁

57)杉 井六郎 前掲論文 一三四～一三五頁

58)杉 井六郎 前掲論文 一三五頁

59)杉 井六郎 前掲論文 一三七 ～一四〇頁

60)杉 井六郎 前掲論文 一 四〇頁

61)杉 井六郎 前掲論文 一 四一頁

62)杉 井六郎 前掲論文 一四一 ～一 四二頁

63)杉 井六郎 前掲論文 一四三 ～一 四四頁

64)杉 井六郎 前掲論文 一四四～一 四五頁

65)杉 井六郎 前掲論文 一四五頁

66)杉 井六郎 前掲論文 一四六頁

67)杉 井六郎 前掲論文 一 四六～一 四七頁

68)杉 井六郎 前掲論文 一 四七～一 四八頁

69)徳 富藍花著 前掲書 ニー三頁

70)Capt.L.L.Janes"Kumamoto-anEpisodeinJapan'sBreakfromFeudalism-"

pp.121～127

71)Capt,L.L.Janesopcitp.115

一126一

?


